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歯科衛生研究会

会  長   小菅直樹

実行委員長  高橋正志

企画運営委員 佐藤律子、土田智子、三富純子

庶務渉外委員 将月紀子、原田志保、古屋野裕美、坂井由紀
事務担当委員 元井敏晴

[一般講演・講演者の方へ]

1)コ ンピュータで投影をする方は、発表デT夕をUSBフラッシュメモリー
またはCD― Rにてご持参ください。
2)当 日午後 3時から、コンピュータ投影テストおよび予備ノートパソコンヘ

のデータの保存を行いますので、データを持ってお集まりください。

3)一般講演の発表時間は 8分 (予鈴 7分で青ランプ、終鈴 8分で赤ランプ)、

討論時間は4分です。

4)その他のお知らせ事項は、当日受付で致します。



第 27回 歯科衛生研究会プログラム
日時 平成 19年 7月 18日 (水)17時 00分～19時 01分
会場 日本歯科大学新潟生命歯学部 アイヴイホール

<17:00-17:05>
「開会の辞」

シンポジウム『私が歩む歯科衛生士の道』

座長 浅沼直樹
<17:05-17:20>
1 地域における歯科保健活動について
坂口真弓 (新潟市保健所 健康衛生課 )

<17:20-17:35>
2 (財 )新潟県歯科保健協会の活動状況について
高橋明恵 (財団法人 新潟県歯科保健協会)

<17:35-17:50>
3 病院歯科における歯科衛生士の役割
藤井いずみ (信楽園病院 歯科口腔外科)

<17:50-18:05>
4 臨床衛生士として学んだ事
堀 祐子 (神田歯科医院)

<18:05-18:15>

総合討論

<18:15-18:20>

休憩

一般講演

座長 松岡恵理子
<18:20-18:32>
1 エナメル質内異常管の組織構造と酸腐蝕性について
○高橋正志

1、
森 和久 2、 又賀 泉 2

(新潟短期大学
1、
新潟生命歯学部口腔外科学第 2講座 2)

く(18:32-18:44〕 >

2 健康フェスタ 2007か むカチェックコーナーにおける「お口とカラダの健康」ア
ンケー ト調査

〇小山由美子
1、
内山美幸

1、
末高武彦

2、
岡山秀仁

2、 田中聖至
3、
J、野幸絵

4、

田中 彰 5

(新潟病院歯科衛生科
1、
新潟生命歯学部衛生学講座

2、
新潟生命歯学部小児歯科

学講座
3、
新潟病院総合診療科

4、
新潟病院口腔外科

5)

く(18:44-18:56〕 >

3 侵襲性歯周炎が疑われた症例への対応
○野島恵実

1、
坂井由紀

1、
阿部祐三

2、
安川俊之

3、
佐藤 聡 3

(新潟病院歯科衛生科
1、
新潟病院総合診療科

2、
新潟生命歯学部歯周病学講座

3)

<18:56-19:01>
「閉会の辞」



シンポジウム「私が歩む歯科衛生士の道」
地域における歯科保健活動について

新潟市保健所健康衛生課 坂口真弓

新潟市では,「新潟市生涯歯科保健計画」に基
づき様々な歯科保健事業を展開していますが,地
域における歯科保健活動についてご紹介すると
ともに,活動にあたり,私が思う歯科衛生士とし
て求められる部分,しなければいけない部分をご
紹介します。

歯科保健の分野はどの年齢層の方も必要で,ニ
ーズや地域特性も様々なことから,地域関係者や
他職種者との連携が欠かせません。今回,新潟市
での連携状況をご紹介しますので,今後の歯科衛
生士としての将来像を考えるにあたり,参考とな
れば幸いです。

1層
に及びます。現在は4名の歯科衛生士が常勤し、

活動に従事しています。

主な事業項目

1、 歯科保健事業         ・

(1) 歯科健康診査事業
(2) 歯科健康指導事業
(3) う蝕予防対策事業
(4) 歯科保健講演会
(5) お回の健康教室
(6) 歯科保健研修事業
(7) 要介護者のための口腔ケア研修事業
(8) 健康サポー ト事業
(9) 歯科保健の普及啓発事業
バンフレット、リーフレット、歯みがき

音楽テープ、お日の体操DVD、 フッ素
洗口器具等の販売、パネル、スライ ドの

貸し出し

(10) 歯科保健協会長の表彰
(11) よい歯のコンクールの開催
2、 歯科保健受託事業 (新潟県からの受託事業)

(1) 健やか歯ぐき指導者研修会の開催   |



1 当院は日本有数の透析施設を有しており、19
77年 3月 に透析患者および入院患者の歯科治
療目的で歯科が開設された。当時は日本歯科大学
から派遣された非常勤歯科医師 1名 と看護助手
1名の二人三脚で診療にあたつていた。その後専
門的な診療補助の必要性から1993年 2月 に
歯科衛生士が常勤になり、2006年 5月新病院
移転に伴い常勤口腔外科医 1名、非常勤歯科医師
1名、歯科衛生± 2名の体制が確立され現在に至
つている.       ―
全身的に重篤な基礎疾患を有する患者にとっ
て、歯科治療ひとつにしても容易なことではな
く、病院歯科は医科の主治医のもとで安心して治
療を受けられる場でもあり、医科との連携は重要
である。病院歯科における歯科衛生士の役割は、
診療を円滑に行うために患者個々の病態を理解
し各科の医師と歯科医師のパイプ役として、また
コメディカルとのパイプ役としても重要な立場
にあると考えられる。

当院における歯科衛生士の位置づけは看護部
に含まれ、看護師 0看護助手・視能訓練士・歯科
衛生士のメンバー構成になっている。数年前より
病院歯科としての特殊性を活かした院内におけ
る多角的な活動が求められていたが、歯科衛生士
が一人であったため長期にわたって歯科診療室
のみの業務に限られていた。しかし2003年 1
2月 から歯科衛生士が二人体制になったのを機
に、診療補助に加えて病棟での専門的口腔ケア・

糖尿病教育入院下における患者指導・ SST(摂
食嘩下サポートチーム)での活動が可能になっ
た。

3躍裔    観猛醜震31
てもらうとともに今後に役立てていただきたい。

シンポジウム「私が歩む

臨床衛生士として学んだ事

当短期大学を卒業し、臨床歯科衛生士として仕
事を始めて今年で 5年を経過しようとしていま
す。当医院では予防的歯周治療を中心とした、で
きるだけ歯を削らない治療を行っています。歯周
治療を行うにも、担当制となっていて、歯科衛生
士が任される仕事の範囲も広い歯科医院です。
登院実習の際、ドクターにくっついてドクター
の手伝いやら、言われたことをやればいいと考え
ている、いわば『指示待ち実習生』だった私が、
神田歯科医院に就職し、そこで日の当たりにした
現場。その仕事量のギャップと、任された仕事を
満足にこなせない自分に憤りを感じ、衛生士は自
分にむいていないのではないか、他の仕事を探し
た方がいいのではと考えた頃もありました。
歯周治療を手さぐりのような形で始め、1年を
まだ経過していない時から担当させていただい
た患者さんの出会いにより、考えに変化が起きま
した。 臨床 5年目で、まだまだ経験は浅いので
すが、私が担当させていただいた患者さんの症例
を交え、当医院での仕事内容、そこで歯科衛生士
に求められる事、やりがいなどを発表させていた
だきます。 これから衛生士となる皆様へ 少し
でも臨床へのヒントになるものがあれば幸いで
す。



エナメル質内異常管の組織構造と酸腐蝕性につ
い て

新潟短期大学 ○高橋正志

周囲をS-800型走査電顕 (日立)で観察した。
【結 果】エナメル質内異常管は、シュレーゲル
の条紋とやや斜交してエナメル質表面まで伸び、
起始部は、厳密には、ェナメル象牙境ではなく、
象牙小害の部分のエナメル質最深層であった。レ
ッチウスの並行条は、エナメル質内異常管とほぼ
直交したが、エナメル質内異常管の周囲で象牙質
側に屈曲した。研磨標本をマイクロラジオグラフ

表面から最深層に至る、穿通性齢蝕を引き起こし
易いと考えられる。

健康フェスタ 2007か むカチェックコーナー
における「お口とカラダの健康」アンケート調査

新潟病院歯科衛生科 〇小山由美子、内山美幸
新潟生命歯学部衛生学 末高武彦、岡山秀仁
新潟生命歯学部小児歯科学 田中聖至
新潟病院総合診療科  小野幸絵
新潟病院口腔外科   田中 彰
【健康フェスタ 2007】 2007年 4月 28・ 29日 に
TeNYの主催で新潟県民会館で開催された。私ども
は、体験コーナー「かむカチェック」に参加し、来
場者に「咬合カテストガムJを 30回噛んでもらい、
判定基準に従い評価し、来場者の理解を得た。あ
わせて、承諾を得た方にアンケート調査を行っ
た。

【目 的】来場者の口腔状況、健康習慣、歯磨き
状況を把握し、今後の指導の資料として活用する
ためアンケート調査を行った。

【方 法】 体験後承諾を得た方に調査票を配布
し自記入で回答を得た。調査項目は、日腔自覚症
状 6項目、健康習慣 10項目、歯磨き状況 4項目
である.集計は、性 0年齢階級で区分し、それぞ
れの値 (%)を もとに全体値を算出し、χ2検定
を行った。

【結 果】 回答者数は、男 99名・女 204名で
30歳代が男女とも 33%で最も多い。①自党症状
は、「食べ物が歯と歯の間にはさまる」者が女
80%・ 男 72%で最も多い.他の 5項目は有所見が
50%以下である。②健康習慣の実施状況は、男性
では「健診受診」79%、 「朝食摂取J78%、 「飲酒を
ひかえる」58%、  リト喫煙」と「かかりつけ歯科
医がある」56%で、女性では「朝食摂取」と「非喫
煙」85%、 「飲酒をひかえるJ79%、 「健診受診」
73%、 「栄養バランス注意」67%、 「かかりつけ
歯科医がある」65%で、半数を超えている。また、
10項目中 5項目で男女間で有意な差が見られい
ずれも女性でよい者が多い。③歯磨き状況は、「1
日 2回以上磨くJが女 86%・ 男 81%v「朝食後磨
く」が女 87%0男 77%であるが、「歯間プラシ 0
フロスの使用」は半数以下である。④かかりつけ
歯科医を有無で区分し歯磨き状況を比較したと
ころ、「1日 2回以上磨く」では男性で、「歯間
ブラシ・フロスの使用」では女性で、「歯磨き指
導あり」では男女ともに差が認められ、かかりつ
け歯科医有りで多い。しかし、食事をよくかんで
食べるを有無で区分し歯磨き状況を比較した結
果では、男女ともに差が認められない。
【考 察】 かむ力体験コーナーは来場者が多
く、成果を挙げた。この際のアンケートも、多く
の協力を得た。今後は、この年代の全般の傾向と
比較し、来場者の特徴についても検討したい。



侵襲性歯周炎が疑われた症例への対応

新潟病院歯科衛生科  ○野島恵実、坂井由紀
新潟病院総合診療科 3  阿部祐三
新潟生命歯学部歯周病学 安川俊之、佐藤 聡
【緒言】侵襲性歯周炎は、アタッチメントロスと

歯槽骨の吸収をともなった急速な歯周組織破壊

を特徴としている。さらに臨床的には、一般的に

プラークの付着量が少なく、10～ 30歳台で発症し
家族 内発現がみ られ 、 また ノθ′ルθ″θ〃ノ″

′θ′ル″7θんに″ノ′″sの存在比率が高いことも
特徴とされている。本症例は当初、初診時の患者
の年齢および歯周組織破壊状況より限局型の慢

性歯周炎と診断し治療計画を立案、機械的プラー

クコントロールを中心として歯周基本治療を行
ったが、歯肉縁下ポケット内炎症の改善は認めら
れなかった。その後、歯周ポケット内細菌叢の検
査 を 行 っ た と こ ろ 、 /θ′力

"′

θ〃ノぉ

′θ′ル″rθ化に
"ノ
′″sの存在比率が高く診断名

及び治療計画の変更を行ない、細菌叢の変化を目

的とする歯肉縁下へのアプローチと早期の感染
源の抑制と長期的なメインテナンスのための環
境を作ることとした。同様に組織破壊を及ぼす咬
合性外傷に対し、力のコントロールを取り入れて

両面から治療を進めたところ、良好な結果が得ら
れたので報告する。

【症例】

患 者
初診日

既往歴

現病歴

39歳 女性
平成 16年 9月 20日

高脂血症 家族歴 :母 慢性歯周炎
2日前より右側下顎臼歯に違和感と咬合

痛を認め、さらに体調不良時には歯肉の腫脹を認
めたため、来院された。

【診断】

限局型慢性歯周炎→侵襲性歯周炎      ・
【治療経過】

プラークコントロール、スケーリング・ルートプ
レーニング、47 咬合調整、ポケットのイリゲー
ション、再評価、治療計画の修正、歯周外科手術
再評価、メインテナンス

【考察 。まとめ】

本症例は、限局型慢性歯周炎と診断したものの
基本治療の反応により、侵襲性歯周炎を疑い、細
菌検査を行った。その結果 ″′菌の検出により診
断名を変更した。これを考慮して治療計画を再考
し、早期に歯肉縁下の細菌叢の変化を行うことと
した。また、咬合性外傷も考慮し、力のコントロ
ールも行った。その結果、炎症の改善が認められ、
一部歯周外科手術を行ない良好に経過している。



次回の「歯科衛生研究会」は平成 20年 3月 上旬に開催する予定です。

多数の講演の申し込みをお待ちしています。


